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麟鐡

　世界的にも「人権意識」の高まりをみせてき

ているいま、全宗教者による「部落解放基本法

制定を求める宗教者総決起集会」が、去る12月

6日に開催された。写真・壇上は、部落解放基

本法の制定を求める全国大行進隊の報告をして

いる模様である。　　　　　　（関係記事4面）

全日本仏教会
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阿
部
讃
仏
理
事
長
急
逝

　
全
日
本
仏
教
会
理
事
長
、
日
本
宗
教
連
盟
理

事
長
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
前
宗
会
議
長
阿
部

慶
昭
師
は
、
去
る
十
一
月
二
十
九
日
、
遷
化
さ

れ
た
鴨
享
年
七
十
七
歳
。
仮
通
夜
は
同
日
午
後

七
時
半
か
ら
本
願
寺
会
館
で
営
ま
れ
た
。
遺
体

は
三
十
日
朝
、
新
潟
県
西
蒲
原
郡
の
自
発
・
長

雨
寺
へ
帰
り
、
十
二
月
四
日
午
前
十
時
か
ら
自

本願寺会館で行われた浄土真宗本願寺派宗門葬

坊
で
寺
院
葬
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
十
二
月
十
二
日
午
後
二
時
か
ら
、

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
門
葬
が
本
願
寺
会
館
で
、

武
田
英
昭
・
式
務
部
長
導
師
の
も
と
執
り
行
わ

れ
た
。
豊
原
大
鐘
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
長
悼

詞
を
捧
げ
、
ま
た
、
中
曽
根
康
弘
・
内
閣
総
理

大
臣
、
三
浦
朱
門
・
文
化
庁
長
官
（
と
も
に
代

読
）
に
続
き
、
本
会
を
代
表
し
て
古
賀
制
二
・

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
が
弔
辞
を
捧
呈
し
た
。

代
表
焼
香
に
移
り
、
本
会
会
長
藤
井
発
言
・
浄

土
門
主
が
焼
香
さ
れ
、
各
宗
派
代
表
者
が
続
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

三
悪
弔
辞
を
捧
呈
す
る
古
賀
制
目
・
真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長

　
阿
部
慶
昭
理

事
長
は
、
昭
和

五
＋
九
年
二
月

九
日
よ
り
本
会

理
事
長
に
就
任

し
、
税
務
問
題
、

同
和
問
題
、
国

際
交
流
、
さ
ら
に
は
本
会
改
革
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
そ
の
成
果
が
よ
う
や
く
結

実
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
で
あ
る
だ
け
に
急

逝
が
惜
し
ま
れ
る
。

…
　
謹
告
　
　
　
…

…
　
本
会
理
事
長
阿
部
慶
昭
師
去
る
十
一
月
間

…
二
十
九
日
遷
化
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
伴
…

…
い
、
全
仏
閣
一
月
号
で
の
恒
例
加
盟
団
体
…

”
賀
詞
交
換
を
御
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
…

…
　
尚
勝
手
な
が
ら
、
次
回
発
行
の
全
仏
誌
…

…
上
に
お
ぎ
ま
し
て
、
寒
中
見
舞
と
し
て
掲
…

…
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
何
卒
御
…

”
了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
　
騨

…
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
　
　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会
…

“
・
●
●
ル
・
・
●
●
。
・
9
…
9
・
，
・
●
●
6
・
●
・
●
●
●
●
．
●
・
・
・
・
・
…
●
・
…
。
●
●
…
．

代表焼香する藤井実雁・全仏会長
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聴
講

の
常
務
理
事
会

61

N
度
予
算
の
大

　
全
仏
の
常
務
理
事
会
は
、
十
一
月
二
十
七
日

午
後
一
時
か
ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
矢
萩
事
務
総
長
並
び
に
阿
部
理
事

長
挨
拶
、
阿
部
理
事
長
導
師
の
も
と
三
帰
三
文

唱
和
の
後
、
議
長
に
阿
部
理
事
長
、
議
事
録
署

名
委
員
に
吉
田
品
書
、
山
本
杉
の
両
軍
を
選
ん

で
報
告
事
項
①
か
ら
議
事
を
開
始
し
た
。

　
報
告
事
項

①
本
会
の
目
的
・
事
業
・
構
成
等
を
改
革
す
る

た
め
の
委
員
会
報
告

　
野
田
総
務
局
長
の
提
案
に
基
き
、
川
島
庶
務

　　

@　

@　

@
綱
承
認

部
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
六
十
一
年
度
予
算
案
の

大
綱
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
野
田
総
務
局
長
よ
り
上
程
。
剛
山
財
務
部
長

か
ら
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、
事
務
局
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項

②
「
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
」
（
仮
称
）

設
置
に
つ
い
て

③
第
三
＋
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て

④
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
を
求
め
る
宗
教

者
総
決
起
集
会
に
つ
い
て

　
各
、
局
長
部
長
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
写
真
は
常
務
理
事
会
〕

自
民
党
文
教
局
と
懇
談
会
開
く

押
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
十
宗
派
の
宗
務
総
長
、
財
務
部
長
ら
出
席
…
届

　
去
る
十
一
月
二
十
九
日
午
前
十
一
時
よ
り
自

由
民
主
党
本
部
に
お
い
て
、
自
由
民
主
党
全
国

．
組
織
委
員
会
文
教
局
と
全
日
本
仏
教
会
と
の
定

例
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。
全
仏
側
か
ら
は
、
十

宗
派
の
宗
務
総
長
並
び
に
財
務
部
長
等
が
出
席

し
、
自
民
党
か
ら
は
、
佐
藤
隆
・
全
国
組
織
委

貝
長
、
奥
田
幹
生
・
文
教
局
次
長
、
杉
山
令
肇

　
・
同
、
柳
川
覚
治
・
同
、
山
岡
賢
次
・
同
ら
十

二
名
の
衆
因
参
両
議
員
が
出
席
し
た
。

　
折
り
し
も
宗
教
法
人
へ
の
課
税
問
題
が
取

り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
懇
談
会
へ
は
特

別
に
加
藤
六
月
・
自
民
党
税
制
調
査
会
会
長
も

か
け
つ
け
て
、
会
を
盛
り
上
げ
た
。

　
当
日
は
中
核
派
の
ゲ
リ
ラ
に
よ
る
犯
行
で
、

都
内
の
交
通
機
関
が
大
混
乱
に
落
ち
入
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
出
席
予
定
の
全
員
が
顔
を
揃

・
え
た
。
な
お
、
当
日
の
出
席
者
は
次
の
諸
師
で

あ
る
（
敬
称
略
）
。

　
桑
原
眉
尊
　
曹
洞
宗
宗
務
、
総
長

　
伊
藤
盛
熈
　
曹
洞
宗
人
事
部
長

中
山
知
見
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
広
報
部
副

　
　
　
　
　
部
長

鎌

瑠
噛

懇
談
会
で
挨
拶
さ
れ
る
加
藤
六
月
・
税
調
会
長

高
藤
法
雄

佐
藤
哲
三

川
井
匡
俊

浅
井
玄
裕

近
藤
説
厳

民
岡
哲
雄

横
山
尚
空

瑞
岩
空
園

田
中
耕
順

小
峰
一
允

清
水
健
闘

　
全
仏
事
務
局
か
ら
は
、

長
ら
、
全
局
長
、

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
代
理

真
宗
大
谷
派
経
理
部
次
長

浄
土
宗
財
務
局
長

日
蓮
宗
財
務
部
長

高
野
山
真
言
宗
宗
務
総
長

高
野
山
真
言
宗
財
務
部
長

臨
済
宗
妙
心
寺
派
総
務
部
長

臨
済
宗
妙
心
寺
派
財
務
部
長

天
台
宗
財
務
部
長

真
言
宗
智
山
派
教
学
部
長

真
言
宗
豊
山
派
秘
書
課
長

　
　
　
　
矢
萩
信
顕
・
事
務
総

　
部
長
が
出
席
し
た
。

自
民
党
の
税
制
調
査

会
委
員
百
八
十
名
へ

　
　
　
　
　
　
　
税
制
改
正
で
陳
情

　
昭
和
六
十
一
年
度
税
制
改
正
に
伴
う
公
益
法

人
（
宗
教
法
人
）
へ
の
課
税
を
阻
止
す
る
た
め

の
陳
情
を
、
十
二
月
三
日
か
ら
六
日
に
か
け
て

本
会
で
は
行
っ
た
。

　
陳
情
の
具
体
的
な
内
容
は
、
①
公
益
法
人
の

営
む
収
益
事
業
の
範
囲
の
縮
小
、
②
公
益
法
人

の
金
融
資
産
よ
り
生
ず
る
利
子
に
対
す
る
非
課

税
制
度
の
堅
持
、
③
公
益
法
人
の
営
む
収
益
事

業
に
対
す
る
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
、
の
三
点

で
あ
る
。
陳
情
資
料
に
は
、
①
昭
和
六
＋
一
年

度
全
仏
「
要
望
書
」
、
②
窮
状
を
訴
え
る
文
、

③
全
仏
紹
介
文
、
の
三
点
で
あ
り
、
自
由
民
主

党
税
制
調
査
会
委
員
の
衆
・
参
議
貝
約
百
八
十

名
を
対
象
に
陳
情
に
回
っ
た
。
な
お
、
全
仏

「
要
望
書
」
は
、
本
誌
十
月
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
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部
落
解
放
基
本
法
制
定
を
も
と
め
る
宗
教
者

総
決
起
集
会
1
い
の
ち
あ
る
限
り
共
に
生
き
よ

う
一
が
、
去
る
十
二
月
六
日
、
東
京
・
江
東
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
総
決
起
集
会
は
、

全
仏
、
同
宗
連
な
ど
の
団
体
が
実
行
委
二
会
を

結
成
し
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
神
道
な
ど
の

嘉…

蜿
刀
D

　　

@　

@
麟
、

癒
、
鞭
灘
～

議
長
団
挨
拶
を
し
て
い
る
中
村
組
織
局
長

ほ
と
ん
ど
の
宗
派
を
網
羅
し
た
約
千
二
百
人
が

参
加
し
た
。

　
ま
ず
、
国
連
人
権
委
員
会
を
代
表
し
て
エ
マ

ニ
ュ
エ
ル
・
パ
ー
マ
ー
氏
が
挨
拶
し
た
後
、
九

月
十
二
日
よ
り
約
五
十
日
間
を
か
け
て
、
鹿
児

島
か
ら
東
京
ま
で
三
ル
ー
ト
に
わ
た
っ
て
部
落

解
放
基
本
法
の
制
定
要
求
を
求
め
る
全
国
大
行

進
隊
の
報
告
が
、
伊
藤
俊
彦
・
東
京
準
備
委
員

会
委
員
長
（
曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
事
務

局
長
）
か
ら
行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
浄
土
真
宗

諸宗を網羅

1200人参加

朧朧號

編醗
朧朧朧

1懸…朧朧朧

　
わ
た
し
た
ち
は
、
　
「
部
落
解
放
基
本
法
制
定

を
求
め
る
宗
教
上
総
決
起
集
会
」
に
結
集
し
、

「
い
の
ち
あ
る
限
り
共
に
生
き
る
こ
と
」
の
重

大
さ
を
あ
ら
た
め
て
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
い

っ
さ
い
の
差
別
を
撤
廃
し
、
人
権
の
完
全
な
確

立
を
求
め
て
た
た
か
う
人
々
と
共
に
、
国
内
は

も
と
よ
り
、
全
世
界
の
各
地
に
あ
る
人
々
の
取

り
組
み
に
連
帯
し
つ
つ
、
人
間
の
尊
厳
を
全
う

す
る
こ
と
が
、
宗
教
者
と
し
て
の
本
来
の
使
命

で
あ
り
、
役
割
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
積
極
的
に
取
り
組

み
を
強
化
し
、
す
べ
て
を
自
主
的
に
遂
行
す
る

決
意
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

本
願
寺
派
の
季
平
博
道
師
が
基
調
講
演
を
行
っ

た
後
、
来
賓
挨
拶
と
祝
電
披
露
が
あ
っ
た
。

　
休
憩
後
、
記
念
講
演
と
し
て
大
谷
昭
宏
・
読

売
新
聞
大
阪
本
社
編
集
局
記
者
が
「
開
け
心
が

窓
な
ら
ば
」
と
題
し
て
行
っ
た
。
最
後
に
、
本

集
会
の
目
的
を
確
認
す
る
た
め
特
別
報
告
と
し

て
決
議
文
案
が
提
案
さ
れ
、
参
加
者
の
拍
手
に

よ
っ
て
決
議
さ
れ
た
。
こ
の
決
議
文
は
、
政
府

お
よ
び
自
民
党
全
国
組
織
委
員
長
に
提
出
さ
れ

た
。　
　
　
　
鎗
魏
魏
羅

　
　
　
　
　
　
　
日
影

　
と
く
に
、
部
落
差
別
の
実
態
は
、
同
和
対
策

審
議
会
答
申
に
よ
る
「
国
民
的
課
題
・
国
の
責

務
」
と
し
て
の
二
十
年
余
に
わ
た
る
取
り
組
み

に
も
か
蓼
ら
ず
、
健
康
、
生
活
、
教
育
、
労

働
、
産
業
、
結
婚
等
、
人
権
の
あ
ら
ゆ
る
面
に

お
い
て
い
ま
な
お
深
刻
な
事
実
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
部
落
差
別
に
よ
る
多
く
の
人
々
の
こ

こ
ろ
と
生
活
の
深
部
の
痛
み
が
い
か
に
深
い
も

の
で
あ
る
か
を
思
う
と
き
、
そ
の
原
因
は
差
別

さ
れ
て
い
る
人
々
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら

の
差
別
性
を
悔
い
改
め
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を

温
存
し
、
助
長
し
、
深
化
さ
せ
て
い
る
私
た
ち

と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
社
会
お

よ
び
国
家
、
さ
ら
に
は
行
政
の
あ
り
方
に
深
く

根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
強
く
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
部
落

の
完
全
解
放
と
人
権
の
確
立
の
た
め
に
は
、
国

を
あ
げ
て
の
根
本
的
自
覚
と
反
省
の
再
確
認
に

も
と
ず
く
法
的
措
置
が
緊
急
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
た
め
に
、
　
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
制
定

は
必
須
の
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
を
深
く
い
た

し
ま
し
た
。

　
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
制
定
に
よ
っ
て
、

差
別
が
固
定
化
さ
れ
た
り
、
永
久
化
さ
れ
た
り

す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
法
に
よ
っ
て
全
国
民

が
厳
粛
に
自
己
自
身
を
か
え
り
み
つ
つ
、
部
落

差
別
の
完
全
撤
廃
の
日
ま
で
た
た
か
い
抜
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
切
望
い
た
し
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
次

の
こ
と
を
強
く
訴
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
、
．
部
落
差
別
の
体
質
を
自
己
切
開
す
る
と

と
も
に
、
部
落
差
別
間
題
の
正
し
い
自
覚
と
認

識
を
全
国
、
全
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
に
訴
え
、

共
に
差
別
撤
廃
の
た
め
に
真
摯
な
取
り
組
み
を

す
る
こ
と
。

　
二
、
　
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
制
定
の
た
め

に
、
政
府
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
政
党
、
立
法

機
関
に
お
い
て
、
よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

以
上
決
議
す
る
。

一
九
八
五
年
十
二
月
六
日

部
落
解
放
基
本
法
制
定
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
宗
教
者
総
決
起
集
会

一4一
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都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
合
同
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
代
え
て

ロ

声

・
凄
》
・
散
挙
油

　
…
開
か
れ
た
都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議
…

　
去
る
十
二
月
五
日
午
後
三
時
よ
り
、
東
京
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
都
道
府
県
仏
教
会
代

表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
、
今

年
度
の
各
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
日
程
の
都
合

上
開
け
な
い
た
め
に
、
合
同
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
斎
藤
組
織
部
長
の
司
会
に
よ
り
会
議
は
進
め

ら
れ
、
最
初
に
矢
萩
信
顕
・
全
仏
事
務
総
長
が

導
師
と
な
っ
て
三
帰
依
文
を
唱
和
し
た
。
引
き

続
き
矢
萩
事
務
総
長
、
中
村
組
織
局
長
挨
拶
の

後
、
議
事
に
入
っ
た
。

協
議
事
項

①
部
落
解
放
基
本
法
制
定
を
求
め
る
宗
教
者
に

　
よ
る
総
決
起
集
会
に
つ
い
て

　
中
村
組
織
局
長
、
斎
藤
組
織
部
長
か
ら
、
部

落
解
放
基
本
法
に
関
し
て
の
経
過
説
明
、
総
決

起
集
会
の
趣
旨
お
よ
び
概
要
に
つ
い
て
の
説
明

が
行
わ
れ
、
各
都
道
府
県
仏
に
総
決
起
集
会
へ

の
協
力
要
請
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
部
落
解
放

基
本
法
制
定
へ
の
署
名
運
動
を
展
開
し
て
い
く

真言四派同和研修会

第3回200名が参加、開く

　
真
言
四
派
（
高
野
山

真
言
宗
・
真
言
宗
智
山

派
・
真
言
宗
豊
山
派
・

真
言
宗
御
室
派
）
の
第

三
回
合
同
同
和
研
修
会
幽

は
、
十
二
月
十
九
日
京

都
市
御
室
派
大
本
山
仁

和
寺
御
室
会
館
に
お
い

て
部
落
解
放
同
盟
中
央

本
部
小
森
龍
邦
書
記
長

を
講
師
に
迎
え
て
開
か

れ
、
四
宗
派
上
局
を
始

め
役
職
者
・
布
教
師
等

約
二
百
名
が
参
加
し
、

露
仏
か
ら
も
川
島
庶
務

部
長
、
川
田
文
化
部
長

が
出
席
し
た
。

　
当
日
午
後
一
時
開
会

式
が
行
わ
れ
、
石
井
玄
妙
．
御
室
派
宗
務
総
長
、

高
野
一
能
・
智
山
派
宗
務
総
長
の
挨
拶
に
引
続

こ
と
に
関
し
て
も
協
力
要
請
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
出
席
者
か
ら
質
疑
応
答
が
あ
り
、

各
県
仏
か
ら
、
同
和
問
題
全
般
に
関
す
る
取
組

み
の
報
告
が
あ
っ
た
。

②
各
部
報
告

　
庶
務
部
か
ら
全
層
改
革
委
員
会
の
経
過
報
告
、

時
局
対
策
部
か
ら
税
務
関
係
の
報
告
、
組
織
部

か
ら
第
三
十
二
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
徳
島
大

会
の
報
告
、
国
際
部
か
ら
ル
ン
ビ
ニ
i
園
復
興

の
現
状
報
告
お
よ
び
勧
募
協
力
要
請
が
各
々
行

わ
れ
た
。

　
最
後
に
、
野
口
事
務
次
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶

が
行
わ
れ
て
全
て
の
議
事
が
終
了
し
た
。

き
、
小
森
龍
邦
・
解
放
同
盟
書
記
長
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　
小
森
書
記
長
は
、
業
・
宿
業
は
、
深
く
人
間

の
内
面
に
ね
ざ
す
イ
ゴ
イ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
り

人
間
一
代
の
問
題
で
は
な
く
、
永
い
人
類
の
歴

史
の
中
で
形
成
さ
れ
た
人
間
の
イ
ゴ
イ
ズ
ム
の

問
題
で
あ
り
、
こ
れ
は
単
な
る
個
人
の
問
題
で

は
な
く
、
社
会
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を

の
り
越
え
克
服
す
る
道
を
示
し
、
灯
を
照
ら
し

て
そ
の
足
元
を
明
る
く
し
、
導
く
の
が
仏
教
者

の
課
せ
ら
れ
た
務
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と

問
い
か
け
、
今
後
と
も
仏
教
者
と
連
帯
を
深
め
、

人
間
疎
外
で
あ
る
差
別
を
な
く
す
運
動
を
進
め

て
行
く
こ
と
に
御
協
力
を
、
と
結
ん
だ
。
．

　
〔
写
真
は
講
演
す
る
小
森
龍
邦
氏
（
写
真

　
提
供
・
真
言
宗
御
室
派
）
〕

世
界
人
権
宣

言
・
東
京
集
会

　
世
界
人
権
宣
言
中
央
実
行
委
員
会
（
委
員
長

磯
村
英
一
ら
都
立
大
学
名
誉
教
授
）
で
は
、
十
、

二
月
五
日
、
東
京
・
大
田
区
民
会
館
に
お
い
て

世
界
人
権
宣
言
三
十
七
周
年
平
和
と
人
権
の
集

い
・
東
京
集
会
1
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
早
期

批
准
と
「
部
落
解
放
基
本
法
」
の
制
定
を
め
ざ

し
て
一
を
開
催
し
た
。

　
ま
ず
「
日
本
に
お
け
る
人
権
擁
護
の
取
り
組

み
の
現
状
と
課
題
」
と
し
て
基
調
提
案
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
差
別
や
女

性
差
別
の
実
態
と
課
題
の
意
見
発
題
が
行
わ
れ

た
。
次
に
、
国
連
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
エ
マ
ニ
ュ

エ
ル
・
パ
ー
マ
ー
氏
が
「
人
種
差
別
と
の
闘
い

と
国
連
」
、
ル
イ
ス
・
バ
レ
ン
シ
ア
・
ロ
ド
リ

ゲ
ス
氏
が
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。
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幽　

�
N
十
月
二
十
八
日
付
毎
日
新
聞
に
「
”
エ

㈱
コ
ノ
ミ
ッ
ク
寺
院
”
恥
ず
か
し
」
と
い
う
見

幽
出
し
の
投
書
が
の
っ
た
。
私
が
反
論
を
送
っ

㈱
た
と
こ
ろ
、
十
一
月
二
日
付
同
紙
に
「
西
ド

㈱
イ
ツ
で
は
教
会
税
を
徴
収
」
と
い
う
見
出
し

幽
を
つ
け
て
掲
載
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
の
投
書

幽
は
東
京
版
に
し
か
の
ら
な
か
っ
た
。
西
日
本

幽
の
読
者
の
目
に
は
触
れ
な
か
っ
た
と
思
、
・
の

幽
で
、
以
下
に
再
録
す
る
こ
と
に
す
る
。

幽　「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
堂
は
無
料
な
の
に
、

幽q納幽M鵬幽槻幽㈱槻励幽㈱嗣
　
　
（
1
）

ノ篠
懸
．

纏
馨

鐘
顛
難
、

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

京
都
の
寺
社
は
法
外

な
拝
観
料
を
と
る
一

と
上
田
光
人
氏
は
嘆

い
て
お
ら
れ
る
。
私

も
そ
の
嘆
き
に
は
同

れ
る
。
こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
教
会
税
に
、
　
彌

政
府
は
さ
ら
に
補
助
金
等
を
加
算
し
て
、
新
揃

旧
両
派
の
教
会
に
配
分
支
給
す
る
。
ド
イ
ツ
幽

人
が
教
会
で
拝
観
料
を
と
ら
れ
な
い
の
は
、
　
幽

言
っ
て
み
れ
ば
、
税
金
と
し
て
前
納
し
て
い
幽

る
か
ら
だ
．
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
教
会
経
営
法
は
国
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
幽

が
、
こ
こ
で
は
ド
イ
ツ
の
例
だ
け
を
挙
げ
た
。
㈱

こ
れ
だ
け
み
て
も
、
寺
院
拝
観
料
は
宗
教
を
M

め
ぐ
る
社
会
の
全
機
構
の
問
題
に
か
か
わ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
ロ
　
　

…
教
会
税
と
古
都
税

感
だ
が
、
氏
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
な
ぜ
無

料
な
の
か
を
問
題
に

さ
れ
な
い
の
は
気
に

か
か
る
。
ま
さ
か
、

あ
の
大
伽
藍
が
無
料

　
　
で
維
持
で
き
る
と
お
考
え
で
は
あ
る
ま
い
。

　
冬
季
の
暖
房
だ
け
で
も
驚
く
ほ
ど
の
費
用
が

幽
か
か
る
。

幽　

ｽ
と
え
ば
西
ド
イ
ツ
で
は
、
カ
ト
り
ッ
ク

㈱
教
会
と
璽
呈
義
教
会
（
プ
・
テ
ス
タ
ン
ト
）

励
は
、
税
務
署
を
通
じ
て
信
者
か
ら
教
会
税
を

幽
徴
収
し
て
い
る
。
税
率
は
所
得
税
の
ほ
ぼ
十

幽
分
の
一
。
税
務
署
は
税
額
に
教
会
税
を
自
動

幽
的
に
上
乗
せ
し
て
徴
収
す
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ

幽
ン
の
場
合
、
教
会
堂
は
給
料
か
ら
天
引
き
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
だ
ろ
う
。
京
都
の
幽

僧
侶
が
強
欲
で
、
ヨ
：
ロ
ッ
パ
の
聖
職
者
が
幽

無
欲
だ
一
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
問
題
で
幽

は
な
い
」
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
－
文
面
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
こ
の
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
㈱

　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
：
、
．
M

投
書
を
読
ん
だ
慰
眼
な
読
者
は
、
私
が
こ
こ
㈱

で
次
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
幽

い
た
に
ち
が
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
㈱

笙
．
プ
・
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
幽

の
い
わ
ば
本
家
に
あ
た
る
ド
イ
ツ
で
は
、
政
幽

教
分
離
は
実
際
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
鵬

　
第
二
。
京
都
で
お
き
て
い
る
古
都
保
存
税
幽

の
問
題
は
、
ド
イ
ツ
の
教
会
税
制
度
の
正
反
幽

対
の
ケ
ー
ス
だ
と
い
う
こ
と
。
　
．
　
幽

　
キ
リ
ス
ト
教
会
の
経
常
費
ま
で
税
務
署
が
幽

取
り
集
め
て
い
る
ド
イ
ツ
に
く
ら
べ
る
と
、
　
幽

京
都
市
の
場
合
は
、
ほ
ん
ら
い
市
が
徴
収
す
襯

べ
き
税
の
取
り
集
め
を
寺
院
側
に
お
し
つ
け
幽

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
古
都
税
騒
動
の
原
㈱

因
は
こ
こ
に
あ
る
の
だ
。
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
（
丈
化
専
門
委
員
・
佐
伯
真
光
）
幽

懇
灘心

構
．
．

1
1
広
く
統
目
し
て
ご
利
用
下
さ
い
一

　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々
盛
大
に
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
全
国
的
に
浸
透
せ

し
め
る
た
め
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
写
真
の

よ
う
な
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
広
く

ご
利
用
頂
け
る
よ
う
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
明
る
い
春
の
野
に
静
か
に
立
っ
て
、
天
と

地
を
さ
す
お
釈
迦
さ
ま
の
姿
は
、
見
る
人
の

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
下
記
の
要
領
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
の
で

各
県
仏
、
郡
市
仏
、
各
寺
院
、
幼
稚
園
、
保

育
園
な
ど
で
広
く
ご
利
用
下
さ
い
。

　
◎
サ
イ
ズ
　
七
四
弛
．
×
五
二
弛
．

「
◎
定
　
価
　
一
枚
　
百
円

　
　
　
送
料
実
費

　
◎
申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七

　
　
　
　
　
－
四
　
全
日
本
仏
教
会
文
化

　
　
　
　
　
　
部
花
ま
つ
り
係

　
豪
送
付
に
時
間
の
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
毎

年
ギ
リ
ギ
リ
の
申
込
み
で
四
月
八
日
に
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
…
…
。
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参
加
希
望
の
方
は
　
A
（
五
段
以
上
）
、

B
（
三
・
四
段
）
、
C
（
初
・
二
段
）
、

D
（
一
級
以
下
）
、
E
（
五
級
以
下
）
の

の
ク
ラ
ス
を
選
ん
で
全
仏
文
化
部
ま
で
お

申
込
み
下
さ
い
。

日
時
　
昭
和
六
十
一
年
二
月
十
四
日
（
金
）

大
野
法
道
師

　
十
一
月
二
十
八
日
、
百
三
歳
で
遷
化
。
浄
土

宗
大
本
山
光
明
寺
法
主
、
同
大
本
山
増
上
寺
法

主
を
歴
任
。
大
正
大
学
名
誉
教
授
。
文
学
博
士
。

美
事
豊
獲
局
懲
録
山
回
　

五四二
日日日

六
日

十九八
日日日

十
一
日

十
二
日

　
　
　
　
　
1
1
（
十
二
月
）
1
1

基
本
法
実
行
委
貝
会

阿
部
慶
昭
理
事
長
寺
院
麗
麗
列

世
界
人
権
宣
言
東
京
集
会
出
席

都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

部
落
解
放
基
本
法
制
定
を
求
め
る

宗
教
者
総
決
起
集
会

都
仏
成
道
会
出
席

ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
プ
成
道
会
出
席

茨
城
県
仏
同
和
研
修
会
参
加

全
仏
大
会
反
省
会
議
（
徳
島
）

局
内
会
議

国
際
専
門
委
員
会

大
野
法
道
師
本
葬
参
列

阿
部
慶
昭
理
事
長
宗
門
葬
参
列

昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
鯉

　
　
　
午
前
＋
時

会
場
　
日
本
棋
院
（
東
京
・
市
が
谷
）

参
加
資
格

　
　
　
全
仏
加
盟
団
体
所
属
の
僧
侶

申
込
締
切

　
　
　
昭
和
六
十
一
年
一
月
三
十
日

　
　
　
　
法
律
相
談
室

十
六
日
　
全
仏
改
革
委
貝
会

十
七
日
　
基
本
法
実
行
委
員
会

　
　
　
　
局
内
会
議

十
八
日
　
常
務
理
事
協
議
会

二
十
日
　
豊
山
派
差
別
戒
名
追
善
供
養
参
列

「
ー
ー
，
一
ρ
ψ
一
。
ー
ー
ー
～
一
ご

噸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
鴨

「
…
轡
’
轡
　

生
活
は
、
体
温
。
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笑っていますか、大きな声威持っていますか、口ずさむ歌。いきいきエブリデイ。以もりと、ゆとり。

大切な貯蓄も、そんな暮らしのためのものでありたいですね。いかがですカ、有利さで便利さで
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